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発行：岐阜県池田町議会

★9月定例会
　22年度決算を認定 2p
　クローズアップ 3p
　23年度補正予算 4p
　八幡小校舎改築スケジュール
★山口国体、視察報告 5p
★質疑あれこれ 6～7p
★一般質問 8～9p
★きらり・編集後記 　10p
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

 一般会計 歳　　　入　８４億５千万円 前年対比　  ８.２％増
  歳　　　出　７９億円 　 〃　　   ６.３％増
 ８特別会計 歳　　　入　３８億２千万円 　 〃　　   ０.４％増
  歳　　　出　３７億４千万円 　 〃　　   １.９％増
 水道事業会計 収益的収入　２億５千万円 　 〃　　   １.０％減
 （企業会計） 　　　支出　１億８千万円 　 〃　　１４.３％減

（千万円以下は四捨五入）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度年度
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ををををををををををををををををををををを認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認決算を認定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

9月2日
▼

9月13日

・どの会計もよく整理され、適正であった。
・道の駅は単に「開業した」に止まらず、東西
から訪れる多くの観光客で賑わうような運営
を期待する。
・「福祉」は手厚くすれば喜ばれるが、当然限界
があり、厳しく注視し決断する必要がある。
特に、揖斐郡３町が支援し共同経営している
揖斐広域連合の介護関連予算は、５５.５億円に
達し、高齢化の進む中、さらに増加すると考
えられる。
・引き続き健全な財政運営に努められたい。

監査委員の意見

　
町
教
育
委
員

　

長
谷
川
貴
志　

池
野　
　

昭
和　

年
生

２５

　
　
　

松
原　

豊
さ
ん
退
任
の
た
め

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

森　
　

廣
幸　

六
之
井　

昭
和　

年
生

２５

　
　
　

再
任

人
権
擁
護
委
員

　

野
原　

昭
弥　

池
野　
　

昭
和　

年
生

３１

　
　
　

１
名
増
員
の
た
め

人
事
案
件

・２２年度決算の認定１０件
・２３年度補正予算７件
・人事案件３件
・条例・規約の改正２件
・報告２件、コミバス購入契約
いずれも賛成多数で原案可決

今議会の内容

南北簡易
水道
1.3

農業集落排水　3.6

公共
下水
　7.6

温泉　2.4

一般会計
79.0

国民健康
保険
20.7

後期高齢者
医療
1.9

一般会計
79億円

特別
会計
37億円

（単位：億円）

２２年度の一般会計・特別会計の歳出

　
・
会
計
年
度
が
終
わ
っ
て
か
ら

作
成
さ
れ
る
。

・
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
る
。

・
終
わ
り
に
議
会
の
認
定
を
経

て
確
定
す
る
。

・
こ
こ
で
、
実
際
の
収
支
状
況

が
明
ら
か
と
な
り
、
予
算
が

適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
を
確

認
す
る
。

・
決
算
で
町
の
一
年
間
の
仕
事

を
検
証
す
る
。

決
算
と
は
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税金はこういう事に使われました税金はこういう事に使われました
２２年度の歳入は８５億円

その３２％、２７億円が町民税

個人
町民税
10.4

法人町民税
1.8

固定
資産税
13.7

軽自動車税　0.5
町たばこ税　1.0

22年度町民税
27億円

（単位：億円）

耐震工事中の南舎（池田中学校）

池田町の財政は基準以内で健全！
〜前年に比べ改善〜

（％）

基準２１年度２２年度

２５１３.０１２.８実質公債費比率

３５０８６.４７８.２将来負担比率

平成２２年度池田町健全化判断比率

老人福祉費　８,５９２万円
町の高齢化率（６５歳以上）２２％

敬老会事業

事業費対象者

５,５３２千円２,０７６人

長寿者褒賞事業

事業費対象者

１,０５０千円３６１人

成人保健事業　２,２６１万円
生活習慣予防 ７０４万円
がん検診委託料 １,４９５万円
健康増進委託料 ６２万円
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胃 大腸 子宮 乳 前立腺 肺

受診者数
要注意・
要精検・
要医療

810

71

1,429

91

971

90

1,092

177 218

15 75
9

２２年度がん検診の状況

じんかい処理費　２億１千万円
　可燃物は西濃環境整備組合へ搬入
　　搬入量　町全体で　４,６０３ｔ
　　　　　　１人１日当り　５１０ｇ
　　その負担金　約１億円

介護保険事業
揖斐広域連合負担金　２億２千万円

地籍調査事業　１,１９１万円
　　地籍を明確にするもの
　　　平成１４以来実施
　　　養基地区・宮地地区北部

池田中学校管理費　１億３千万円
南舎耐震事業　８,４０９万円
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集落公民館周辺の
防犯灯 LED化補助

100万円

ディサービスの送迎車
189万８千円

社会福祉協議会へ貸与

安心

安心子ども基金より
全額補助を受け

虐待防止啓発車両購入費
169万 6千円

地区公民館にAED購入
235万３千円

町道小寺池野線
（上田畑・青柳地内）に歩道を新設

2,704万円
（延長343m、幅員1.7～２m）

補正予算の主なものは
新年度から校舎建て替えに向け八幡小学校駐車場用地の購入　１,０１８万

　
八幡小学校校舎改築スケジュール

 日　　程 　  事　業 授業を
   行う校舎
 平成２４年　　 
 　６月〜８月 仮設校舎建設 現校舎
  (体育館の南)
　　　　８月 引越（夏休み） ↓
 　１０月〜１２月 国体後 仮設校舎
 　　　 校舎解体
 平成２５年　　
 　１月〜１１月 新校舎建築 
 　　　　１２月 引越（冬休み） ↓
 平成２６年１月 仮設校舎解体 新校舎

南部公園整備費
グラウンド整備費　４８１万、常緑樹植栽　４０万

杉野グラウンドの簡易トイレ設置　　５１万
トレーニングルーム拡張調査委託料　２９万

雨が上がって１週間の南部公園（９月２８日） 拡張が待ち望まれるトレーニングルーム（総合体育館）

仮設校舎仮設校舎

仮設校舎仮設校舎

駐車場用地

仮設校舎

仮設校舎
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　少年男女ホッケー会場（岩国市 玖  珂 総合公園）とバドミ
く が

ントン会場（光市総合体育館）を視察しました。池田町で
開催されるバドミントン競技もあと１年と迫るなかでの研
修で、大変参考となりました。
　岩国市では、地区公民館の外観をみると、以前中央公民
館での総会の際、研修したとおり歓迎の看板は勿論のこと、
手作りの飾り付けがされており歓迎の気持が表れていまし
た。
　ホッケー会場の客席では、民泊関係者がお揃いの帽子や
ジャケットを着用しステックバルーンを打ち鳴らし、まる
で地元から駆けつけた応援団のように熱気あふれる心のこ
もった応援をされていました。
　バドミントンが行われた体育館では、通路まで観客で一
杯。客席から得点する度に大きな歓声があがって館内に響
き渡り、コートも客席も一体化して熱気が立ちこめていま
した。
　各会場のスタッフはウェアーや帽子の色分けにより役割
が分担されており、円滑な運営に結びついており、事前研
修等により打合せが的確にされている反面、各競技会場へ
の案内看板が少なく、盛り上がりに欠けているように感じ
ました。
　中学生や高校生が競技補助員として参加し、会場の整理
など取り組んでおり、地元の方々も受付、接待、会場整理、
環境美化などそれぞれのボランティアに携われていました。競技会場の外では、おもてなしとして飲み

物が振る舞われ、地元特産物品が並び、大勢の来場者で賑
わって「おいでませ山口」の気持ちが伝わってきました。
　研修を振り返って思うことは、選手や来場者にとって、
気持ちよく試合や応援に臨める環境が必要だという事、や
はり最終的には接客する人の応対が大切だと痛感しました。
今回の研修で、試合に臨む選手の緊張感が伝わってきまし
たし、競技を運営していく難しさや、開催自治体の運営の
大変さを学び、来年への参考にしなければと思いました。
　池田町では特に、民泊を実施してのバドミントン競技で
すので、岩国市と同様の準備をしていかなければならない
ので、町民の方々のご協力をお願いします。

（土川　博）

ぎふ清流国体バドミントン
競技成功に向けて

研修報告（山口国体  １０月６・７日）

会場内は手作り「のぼり旗」で歓迎
（岩国市 玖  珂 総合公園）

く が

民泊関係者による熱心な応援
（岩国市 玖  珂 総合公園）

く が

コートも応援席も元気いっぱい
（光市総合体育館）



6
いけだ議会だより　No.142

平成 23 年11 月 1 日発行

◆
総
務
建
設
産
業
委
員
会
◆

問　

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
内

容
は
。

答　

基
本
的
に
は
、
国
・
県
・

町
三
分
の
一
の
補
助
で
あ
る
。

平
成　

年
度
は
、
年
度
間
調

22

整
に
よ
り
国
の
補
助
金
が
多

く
、
町
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。

問　

養
老
鉄
道
へ
の
支
援
状
況

は
。

答　

沿
線
市
町
の
協
議
会
で
、

養
老
鉄
道
の
経
営
内
容
を
公

認
会
計
士
に
依
頼
し
検
討
し

て
い
る
。
養
老
鉄
道
の
更
な

る
経
営
努
力
が
必
要
と
考
え

る
。
協
議
会
意
見
を
集
約
し

支
援
し
て
い
る
。
今
後
は
、

重
要
な
局
面
で
は
「
養
老
鉄

道
の
永
続
を
進
め
る
会
」
を

開
催
し
協
議
し
決
定
し
て
い

き
た
い
。

問　

防
災
無
線
の
使
用
方
法
の

見
直
し
は
。

答　

使
用
規
程
を
守
り
運
営
し

て
い
る
。
町
の
主
催
行
事
な

ど
に
つ
い
て
は
、
使
用
対
象

と
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
。

問　

防
災
へ
の
考
え
方
が
変
化

し
て
き
た
と
思
う
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答　

防
災
訓
練
で
は
区
域
内
外

を
問
わ
ず
、
区
長
さ
ん
方
に

は
避
難
訓
練
の
報
告
等
で
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
全
町
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

今
後
、
机
上
訓
練
も
取
り
入

れ
、
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
内
に
危
機
管
理
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
た
。
県

と
も
連
携
し
見
直
し
を
し
て

い
る
。

問　

水
道
料
金
の
滞
納
者
へ
の

対
応
は
。

答　

給
水
停
止
予
告
や
停
止
措

置
を
実
施
。
一
括
納
入
が
困

難
な
方
に
つ
い
て
は
、
分
納

誓
約
書
を
と
り
滞
納
整
理
に

努
め
て
い
る
。

問　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
状

況
は
。

答　

施
工
後
３
年
以
内
に
接
続

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
家
族
状
況
や
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
遅
れ
て
い
る
方

も
あ
る
。
接
続
率
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　

養
老
鉄
道
沿
線
（
粕
ヶ
原

地
内
）
の
、
安
全
施
設
工
事

の
内
容
は
。

答　

揖
斐
川
町
境
で
施
工
す
る

も
の
。
付
近
に
住
宅
が
立
ち

並
び
危
険
を
感
じ
る
と
要
望

も
あ
り
、
安
全
確
保
の
た
め

線
路
内
へ
の
立
ち
入
り
が
出

来
な
い
よ
う
に
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
す
る
。

問　

池
田
温
泉
の
足
湯
に
つ
い

て
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
策
は
。

答　

湯
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
湯
の
入
れ
替
え
を
行
う

な
か
で
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
定
期
的
に
塩
素
を

注
入
し
て
濃
度
を
測
定
し
適

正
管
理
に
つ
と
め
て
い
る
。

安全のため、フェンス設置（粕ヶ原ネオタウン西）

質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑質疑　　

ああああああああああああああれれれれれれれれれれれれれれここここここここここここここあれこれれれれれれれれれれれれれれれ
９月議会に上程された議案の中から主な

質疑を要約してお知らせします。

大人気の足湯（池田温泉）
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◆
民
生
文
教
委
員
会
◆

問　

宮
地
保
育
園
の
園
児
数
・

ク
ラ
ス
数
が
減
っ
て
い
る
こ

と
と
、
地
区
内
に
企
業
内
保

育
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
宮
地
保
育
園
へ
の
影
響

は
あ
る
か
。

答　

園
児
数
が
少
な
い
の
で
混

合
保
育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

保
育
基
準
に
よ
る
保
育
士
は

配
置
し
運
営
し
て
い
る
。
ま

た
地
区
内
に
企
業
内
保
育
所

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

直
接
的
な
影
響
は
な
い
も
の

と
考
え
る
。

　
問　

温
地
小
学
校
太
陽
光
発
電

の
設
置
効
果
は
。

答　

設
置
後
、
小
学
校
の
消
費

電
力
は
月
間
約
１
０
０
０　
kw

少
な
く
な
っ
た
が
、
思
っ
た

程
の
効
果
は
な
か
っ
た
。

　
問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
地

産
地
消
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

米
は
西
濃
地
域
で
採
れ
た

ハ
ツ
シ
モ
、
野
菜
は
町
内
か

ら
根
菜
類
を
中
心
に
仕
入
れ

て
お
り
、
新
規
の
野
菜
へ
の

取
組
み
も
し
て
い
る
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

処
理
能
力
は
。

答　

特
に
処
理
能
力
を
設
定
し

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
持
ち

込
ま
れ
る
も
の
は
全
て
受
け

入
れ
て
い
る
。
第
二
施
設
に

つ
い
て
は
、
今
年
中
に
場
所

を
決
定
し
た
い
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
が
目
標
値

に
比
べ
大
幅
に
少
な
く　

％
３７

だ
が
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る

の
か
。

答　

現
状
に
お
い
て
、
目
標
値

と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い

る
が
、
補
助
金
の
削
減
な
ど

目
に
見
え
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は

な
い
。
目
標
値
達
成
の
た
め

に
は
検
査
項
目
の
見
直
し
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

外
国
人
語
学
講
師
の
住
宅

修
繕
費
が
高
す
ぎ
な
い
か
。

答　

２
年
契
約
の
語
学
講
師
が

１
年
で
帰
国
し
た
。
長
年
使

用
し
て
き
た
部
屋
を
家
主
に

返
す
た
め
修
繕
が
必
要
と

な
っ
た
。
主
な
も
の
と
し
て
、

ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
、
風
呂
の

タ
イ
ル
、
玄
関
前
バ
ル
コ

ニ
ー
の
修
繕
、
電
気
器
具
の

処
分
に
か
か
っ
た
。
今
回
語

学
講
師
は
、
実
績
の
あ
る
民

間
業
者
と
契
約
す
る
。

　
問　

保
育
園
の
管
理
用
備
品
で
、

芝
生
ロ
ー
ラ
ー
カ
ッ
タ
ー
を

導
入
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
。

答　

芝
生
を
管
理
す
る
に
は
手

間
が
か
か
る
。
園
庭
の
ト

ラ
ッ
ク
内
に
入
り
込
ま
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
作
業
効
率
が
上
が
る
。

問　

児
童
虐
待
の
発
生
状
況
は
。

答　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
時
の
通

報
窓
口
は
、
健
康
福
祉
課
。

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
設
置
し
、
早
期
発
見
や

対
応
に
努
め
て
い
る
。
平
成

　

年
度　

件
、　

年
度
は
現

２２

１０

２３

在
ま
で
に
５
件
の
通
報
が

あ
っ
た
。
家
庭
訪
問
や
関
係

者
会
議
を
開
催
し
対
応
し
て

い
る
。

問　

学
校
で
の
不
登
校
や
い
じ

め
の
問
題
は
発
生
し
て
い
な

い
か
。

答　

７
月
現
在
の
不
登
校
は
、

小
学
校
で
４
件
、
中
学
校
で

　

件
。
そ
の
う
ち
い
じ
め
に

１１よ
る
と
思
わ
れ
る
不
登
校
は

１
件
あ
っ
た
が
、
現
在
は
登

校
し
て
い
る
。
関
係
者
と
連

携
し
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

効果が期待される太陽光発電（温知小学校）

平日でも多くの利用者（池田町リサイクルセンター）

保育園に導入された芝生ローラーカッター
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ま
ず
分
か
り
や
す
い
「
バ
ス
停
」

の
表
示
が
必
要
だ
。

 
町　

長 

　

バ
ス
も
３
台
に
な
る
。
補
助
金

が
出
る
の
で
、
す
べ
て
の
バ
ス
停

に
設
置
す
る
。

　

事
業
費
８
億
円
で
、
施
設
管
理

費
は
こ
れ
か
ら
毎
年
か
か
る
。
期

待
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
町

民
・
お
客
さ
ん
の
声
を
謙
虚
に
聞

き
、
検
証
を
怠
ら
ず
育
て
て
い
け

ば
、
池
田
山
・
温
泉
・
道
の
駅
と

大
き
な
観
光
地
域
に
な
り
得
る
。

私
に
聞
こ
え
て
く
る
皆
さ
ん
の
声

は
、「
あ
の
設
計
は
誰
が
や
っ

た
！
と
か
、
議
会
は
な
ん
で
通
し

た
！
…
…
」
だ
が
、
町
長
へ
の
反

応
は
。

 
町　

長 

　

今
ま
で
と
違
っ

た
道
の
駅
を
私
の

信
念
で
造
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。
皆

さ
ん
か
ら
は
お
叱

り
や
ら
よ
か
っ
た

ね
と
い
う
言
葉
も

聞
い
て
、
直
せ
る

も
の
は
直
し
て
い

る
。
温
泉
を
造
っ

た
時
も
か
な
り
お

叱
り
を
い
た
だ
い

た
。

窪田弘子 議員

女性の管理職登用を

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
課
長
以
上

の
女
性
の
割
合
を　

％
に
す
る
の

３０

が
国
の
目
標
。
政
策
決
定
に
は
女

性
の
視
点
が
必
要
で
、
特
に
企
画

の
段
階
に
は
多
種
多
様
な
発
想
が

求
め
ら
れ
る
。

　

池
田
町
は
正
職
員
が
１
５
６
人
。

内
一
般
行
政
職
１
０
２
人
（
女
性

　

％
）。
臨
時
職
員
１
２
６
人（
女

２５性　

％
）。
そ
の
中
で
課
長
級
以

９１
上
は　

人
（
全
員
男
性
）、
課
長
補

１４

佐　

人（
１
人
女
性
）。
住
民
サ
ー

１４
ビ
ス
に
は
む
し
ろ
女
性
が
適
し
た

場
面
も
多
い
。
町
長
に
物
の
言
え

る
女
性
の
幹
部
職
員
が
い
な
い
と

い
う
事
は
、
町
が
と
て
も
損
を
し

て
い
る
事
に
な
ら
な
い
か
。

 
町　

長 

　

能
力
の
あ
る
職
員
は
男
女
を
問

わ
ず
当
然
昇
格
さ
せ
て
い
く
。
こ

こ
２
、
３
年
、
家
庭
の
事
情
で
優

秀
な
女
性
職
員
が
や
め
て
い
き
、

残
念
だ
。

　

女
性
は
な
か
な
か
仕
事
１
本
と

は
い
か
な
い
。
県
の
調
査
で
も
、

現
場
で
一
番
望
ま
れ
て
い
る
事
は
、

短
時
間
勤
務
と
再
雇
用
制
度
だ
っ

た
。
民
間
は
環
境
を
整
え
る
努
力

を
し
て
い
る
が
、
池
田
町
も
思
い

切
っ
た
施
策
を
と
ら
な
い
と
取
り

残
さ
れ
る
。

 
町　

長 

　

難
し
い
問
題
だ
が
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

コ
ミ
バ
ス
・
温
泉
バ
ス

に
乗
っ
て
も
ら
う
に
は

道
の
駅
の
評
判
は

　

梅
谷
片
山
ト
ン
ネ
ル
を
出
た
南

の
高
台
は
、
な
ん
と
か
地
権
者
の

方
と
話
し
て
も
ら
っ
て
低
く
削
り
、

交
差
点
・
道
の
駅
が
見
通
せ
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。
交
通
・
眺
望

の
面
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

 
町　

長 

　

懸
案
の
所
だ
が
慎
重
に
検
討
を

加
え
て
い
き
た
い
。

梅谷片山トンネルを東へ出た所、右側（南）を低
くしたら眺望が開けるのだが。
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野網義一 議員

　

道
の
駅
が
開
業
し
て
１
か
月
半
。

斬
新
な
ス
タ
イ
ル
か
も
し
れ
な
い

が
多
く
の
利
用
者
か
ら
「
店
が
わ

か
り
づ
ら
い
。
狭
い
。
入
り
に
く

い
。
品
揃
え
が
少
な
い
。
雨
が

降
っ
た
ら
食
べ
る
所
・
休
憩
所
が

な
い
。」等
々
の
苦
情
を
聞
く
。
冬

に
向
か
い
雨
や
風
を
し
の
ぐ
の
は

待
っ
た
な
し
、
改
善
を
求
め
る
。

側
溝
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
レ
ス
ト
ラ

ン
が
営
業
で
き
な
い
日
が
あ
っ
た
。

早
急
な
排
水
対
策
を
望
む
。

　

道
路
情
報
の
Ｔ
Ｖ
が
Ｊ
Ａ
施
設

内
で
閉
店
時
間
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
池
田
山
へ
の

ル
ー
ト
を
聞
か
れ
て
も
案
内
す
ら

で
き
な
い
。
周
辺
の
未
利
用
町
有

地
も
有
効
に
活
用
し
イ
ベ
ン
ト
を
。

 
町　

長 

　

冬
場
対
策
と
し
て
全
体
の
ブ
ー

ス
を
ど
の
よ
う
に
囲
っ
た
ら
い
い

か
検
討
し
て
い
る
。
改
善
で
き
る

も
の
は
改
善
し
、

快
適
に
す
ご
せ

る
よ
う
し
た
い
。

池
田
山
の
登
山

ル
ー
ト
等
の
活

用
は
県
で
調
査

費
を
つ
け
て
も

ら
っ
た
。
登
山

道
の
整
備
や
表

示
看
板
の
設
置

を
し
た
い
。

洪
水
が
心
配

杭
瀬
川
の
土
砂
の
除
去
を

　

コ
ミ
バ
ス
の
運
行
が
遅
れ
て
い

る
。
９
月
７
日
入
札
で
新
し
い
バ

ス
が
購
入
さ
れ
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン

が
募
集
さ
れ
て
い
る
。
交
通
弱
者

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
路
線
や
便

数
を
確
保
さ
れ
た
い
。
高
齢
者
の

利
用
が
多
い
の
で
バ
ス
停
は
安
全

な
場
所
で
、
雨
・
風
が
し
の
げ
る

所
を
選
定
さ
れ
た
い
。

　

バ
ス
の
利
用
が
困
難
な
場
合
に

は
先
ご
ろ
ア
ン
ケ
ー
ト
が
と
ら
れ

た
有
償
運
行
サ
ー
ビ
ス
と
組
み
合

わ
せ
て
カ
バ
ー
さ
れ
た
い
。

　

池
野
駅
北
口
に
コ
ミ
バ
ス
が
乗

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
早
急
に
道
路

整
備
を
。

 
町　

長 

　

運
行
が
遅
れ
た
の
は
東
北
大
震

災
の
影
響
な
ど
で
バ
ス
の
生
産
が

大
幅
に
遅
れ
た
た
め
。
来
年
２
月

に
は
運
行
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

　

有
償
運
行
は
陸
運
局
の
許
可
が

必
要
で
時
間
が
か
か
る
。

　

北
口
の
整
備
は　

年
度
農
振
除

２４

外
、　

年
度
道
路
改
良
、　

年
度

２５

２６

医
療
機
関
の
誘
致
、
回
転
広
場
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

道の駅　冬場対策は待ったなし
 地域振興の拠点に

　

杭
瀬
川
に
か
か
る
橋
の
橋
脚
部

分
に
大
量
の
土
砂
が
堆
積
。
更
田

橋
付
近
の
よ
う
に
３
分
の
１
近
く

が
埋
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
大
津
谷
と
の
合
流
部
分
も

土
砂
で
盛
り
上
が
り
洪
水
の
危
険

が
あ
る
。
早
急
に
土
砂
の
除
去
を
。

 
町　

長 

　

毎
年
揖
斐
土
木
と
見
回
り
要
望

し
て
い
る
。
今
年
度
は
大
津
谷
と

の
合
流
部
の
土
砂
を
渇
水
期
に
除

排水路の改修工事
（道の駅　９月２８日）

安全・安心で
　頼りにできるコミバスを

去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。土砂で埋まった杭瀬川と大津谷合流点
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　揖斐川・大野・池田三町の町議会議員による研修会が７月７日午後３時より池田町段地内
のアピ（株）池田医薬品工場で実施されました。アピ（株）の沿革、業務内容、今後の事業
展開、新型インフルエンザワクチン原薬工場や製剤工場についての説明を受け、既設の医薬
品工場内の製造現場や屋外施設の見学。
　アピ（株）は明治４０年に養蜂業から事業を起こし、その後飲料水の原液や健康食品の製造
に参入した。厳しい経済状況や雇用情勢のなか、現在は医薬品への事業拡大を意欲的に取り
組まれている。ますます町とのつながりが深まり、町の活性化が期待できる研修でした。

揖斐郡三町議会議員研揖斐郡三町議会議員研修修

新工場の建築概要（案）

③管理棟②製剤棟①原薬棟

約１,１９０㎡約５,５００㎡約３,７００㎡建築面積

約３,２７０㎡約１５,３７０㎡約１４,０００㎡延床面積

３層３階建４層５階建５層５階建階 層

約１６ｍ約２９ｍ約２７ｍ建物高さ

鉄骨造／準耐火建築／直接基礎　　　　構 造

保有水平耐力において２５％の余力を確保耐震構造

① ②

議
会
だ
よ
り

9
月
定
例
会
N
o.142

平
成
23年

11月
1日

編
　
　
　
集
／
池
田
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

発
行
責
任
者
／
池
田
町
議
会
議
長
　
岩
谷
真
海

住
所
／
〒
503‒2492　

岐
阜
県
揖
斐
郡
池
田
町
六
之
井
1468‒1

TEL
／
0585‒45‒3111　

　
FA
X
／
0585‒45‒8314

皆さん議会傍聴に
来てください

皆さん議会傍聴に
来てください

寄
付
行
為
の
禁
止

　

議
員
は
お
祭
り
へ
の
寄
付
や
町
内
会
の
催
し
物
へ

差
し
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。　

秋
は
学
校
や
保
育
園
の
運

動
会
、
ふ
る
さ
と
祭
り
、
文

化
祭
…
…
様
々
な
行
事
が
行

わ
れ
活
気
が
あ
る
。
主
食
で

あ
る
米
の
収
穫
も
無
事
済
み

そ
う
で
ま
さ
に
自
然
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
。

　

清
流
国
体
も
あ
と
一
年
を

き
っ
た
。
民
泊
を
行
う
池
田

町
は
、
全
国
か
ら
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
選
手
や
監
督
、
関
係

者
が
多
数
訪
れ
る
。
こ
こ
ろ

に
残
る
「
お
も
て
な
し
」
で

池
田
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　

民
泊
・
調
理
・
送
迎
・
歓

迎
・
応
援
…
…
そ
れ
ぞ
れ
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
終
わ
っ

て
み
て
「
よ
か
っ
た
」
と
思

え
た
ら
何
に
も
代
え
が
た
い

財
産
で
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に

あ
た
っ
て
は
「
分
か
り
や
す

い
」「
読
み
た
く
な
る
よ
う

な
」
を
心
が
け
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

（
野
網
義
一
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

１．万華鏡づくりのきっかけは
　「６０歳になったら何か新しいことを始めたい」と
思っていた時に、テレビでカーブミラーの作成過程
の番組を見たことや長浜の『黒壁』で家族が万華鏡
を買ってきた。その万華鏡が３枚の鏡で正三角形に
組まれていたことから「鏡の枚数や角度を変えると
どうなるだろう」と探究心がわき夢中になった。

２．様々な「ミラー」
を開発できる秘
訣は

　金属加工の技術を生か
し、アルミ製のミラーや
キャップの製造などすべ
て自作している。大きさ
は全長５㎝から２０㎝ 以上、
筒の形は円柱や直方体
「弁当箱型」などさまざま。
「桜」や「梅」の花びらの
ように見える形など、４
年間で約１００種類の万華
鏡を作成。「自分の想像

が形になるとうれしい」と試行錯誤の連続だった。

３．嬉しかったことは
　３年前から出前講座を始めた。筒の柄、鏡の形、
中に入れるビーズなど自分で選び、世界に一つだけ
のオリジナルの万華鏡が出来て「お客様の喜ぶ顔が
励み」になる。

４．今後どのような
「万華鏡」を開発し
たいですか

　覗くと「３つの色とり
どりの花火が見える」作
品は完成させたので、次
は鏡の角度１度の世界を
見てみたいと思っている。
「自分の納得いく作品を
追求し続けたい」「大人を
対象にした教室も開きた
い」と意欲を燃やしてい
る。　　　　 （野網義一）

　子供の頃誰でも一度は覗いたことがあ
る「万華鏡」。華やかな外観と覗いて回転
させると模様が様々に変化、まるで別世
界。今回は、「桜」や「梅」「コスモス」
など「ミラーを選ぶ万華鏡」を制作し、
各地で「展示」や「万華鏡づくり教室」
を開催され、池田温泉のパンフレットも
並べ池田町をPRしている長浜憲幸さん
（上八幡）にインタビュー。

き
ら
り

き
ら
り

夢中に覗き込む子どもたち（ふるさと祭り）

皆さん議会傍聴に
来てください

皆さん議会傍聴に
来てください

皆さん議会傍聴に
来てください
次回定例会
12月上旬予定

日程が決まりしだい、議会のホームページでお知らせします
www.town.ikeda.gifu.jp/gikaki/gikai.htm

会議録は図書館に
ありますので
ごらん下さい。


